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【
本
部
・
友
成
京
介
記
】
東
京

土
建
青
年
部
は
2
月
24
日
、
第
62

回
青
年
部
定
期
大
会
を
け
ん
せ
つ

プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
し
、
28
支
部

の
代
議
員
と
来
賓
な
ど
93
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
総
括
と
方
針
提
案
を

行
な
い
、
昨
年
度
の
60
周
年
事
業

で
各
支
部
が
活
動
を
活
性
化
さ
せ

た
教
訓
の
う
え
に
立
っ
て
「
中
期

3
カ
年
計
画
（
活
動
家
の
倍
増
、

部
員
数
の
増
加
、
全
支
部
の
青
年

部
確
立
）
」
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
板
橋
、

三
鷹
武
蔵
野
、
杉
並
、
狛
江
支
部

か
ら
議
案
を
補
足
す
る
形
で
活
動

経
験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
8
つ
の
分
散
会
で
各

支
部
の
経
験
交
流
や
仕
事
に
対
す

る
要
求
な
ど
討
議
を
行
な
い
ま
し

た
。
方
針
を
す
す
め
る
た
め
に
全

ブ
ロ
ッ
ク
の
四
役
選
出
を
会
場
全

体
で
確
認
、
方
針
や
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
拍
手
で
承
認
し
て
、
最
後
に
五

本
木
部
長
が
「
魅
力
あ
る
活
動
で

将
来
に
つ
な
が
る
仲
間
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
閉
会
し
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。
部
長
・
五
本
木
宏
晃
（
西

多
摩
）。副
部
長
・
小
澤
巧（
村
山
大

和
）。
書
記
長
・
栄
大
翔（
調
布
）。

書
記
次
長
・
三
宅
修
平（
杉
並
）。

【
台
東
・

主
婦
・
遠
藤

知
子
記
】
3

月
8
日
19
時

よ
り
日
本
教

育
会
館
に
て

国
際
女
性
デ

ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
7

0
0
人
で
そ

の
う
ち
東
京

土
建
か
ら
は

75
人
の
参
加

で
し
た
。

講
演
は

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
採
択
40
周

年
―
女
性
の
人
権
進
歩
す
る
世

界
と
埋
没
す
る
日
本
」
と
題
し
て

弁
護
士
で
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
前
委
員
長
の
林
陽
子
さ
ん
が

行
な
い
ま
し
た
。
各
団
体
の
交
流

の
時
に
は
、
私
た
ち
東
京
土
建
主

婦
の
会
は
「
平
和
な
日
本
に
」
の

手
作
り
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
掲
げ
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
み
ん
な
で
ヒ
カ
リ
も

の
を
身
に
つ
け
、
神
保
町
か
ら
水

道
橋
に
向
か
っ
て
女
性
の
訴
え
を

し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま

し
た
。
沿
道
か
ら
が
ん
ば
れ
ー
、

と
い
う
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
日
が
集
会
の
日
で
し
た
か

？
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
集
会

に
対
す
る
関
心
の
一
言
に
エ
ー
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分散会で活発に討議

主婦の会の仲間はタペストリーを
持って平和を訴えました

【
本
部
・
早
川
智
記
】
2
月
14

日
に
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
シ

ニ
ア
友
の
会
第
18
回
定
期
総
会
が

行
な
わ
れ
、
35
支
部
1
0
6
人
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

趣
向
を
変
え
、
八
法
亭
み
や
や
っ

こ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
落
語
調

に
憲
法
を
学
び
ま
し
た
。

昨
年
度
の
取
り
組
み
、
情
勢
の

特
徴
、
今
年
度
の
重
点
が
承
認
さ

れ
、
重
点
で
は
①
全
世
代
型
東
京

土
建
に
向
け
て
次
世
代
継
承
活
動

を
旺
盛
に
取
り
組
む
、
②
多
く
の

仲
間
を
シ
ニ
ア
友
の
会
に
結
集
さ

せ
る
、
③
社
会
保
障
改
悪
に
反
対

し
憲
法
を
守
る
運
動
を
強
め
地
域

で
の
役
割
を
果
た
す
、
④
要
求
実

現
に
向
け
一
斉
地
方
選
挙
と
参
院

選
挙
勝
利
、
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
に
は
次
の
方
々
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
・
加
藤

行
夫
（
渋
谷
）
。
副
会
長
・
豊
田

隆（
台
東
）、
鵜
澤
文
昭（
江
東
）、

緑
川
明
（
北
）
、
柄
澤
文
雄
（
大

田
）、市
村
政
男（
三
鷹
武
蔵
野
）、

小
山
隆
一
（
府
中
国
立
）
、
小
黒

博
行
（
日
野
）
。
事
務
局
長
・
山

岸
郭
志
（
小
平
東
村
山
）
。

【
本
部
・
古
舘
秀
哉
記
】
2
月

28
日
〜
3
月
1
日
に
静
岡
県
焼
津

市
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
デ

ー
日
本
原
水
協
全
国
集
会
に
、
東

京
土
建
本
部
か
ら
上
原
教
宣
部
長

と
古
舘
書
記
が
参
加
し
ま
し
た
。

1
9
5
4
年
3
月
1
日
、
ビ
キ

ニ
環
礁
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
第
五

福
竜
丸
の
乗
員
23
人
が
被
爆
し
て

か
ら
65
年
。
こ
の
被
爆
か
ら
半
年

後
に
亡
く
な
っ
た
乗
組
員
の
久
保

山
愛
吉
さ
ん
の
墓
参
平
和
行
進
の

あ
と
行
わ
れ
た
本
集
会
に
は
全
国

か
ら
1
5
0
0
人
が
参
加
。
一
昨

年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
に
つ
い
て
、
批
准
国
が

22
カ
国
（
批
准
50
で
発
効
、
調
印

国
は
70
）
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
き
り
ひ
ら
く
正
念
場
」
と

し
て
ヒ
バ
ク
シ
ャ（
核
兵
器
廃
絶
）

国
際
署
名
の
取
り
組
み
強
化
な
ど

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
考
え
る
分
科
会
で
は
原
子

力
発
電
は
事
故
コ
ス
ト
な
ど
を
含

め
る
と
火
力
・
水
力
発
電
よ
り
発

電
原
価
が
高
い
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

いつもより回っています
（総会終了後の懇親会で）

【
西
多
摩
・
主
婦
・
小
野
房
子

記
】
第
53
回
主
婦
の
会
総
会
を
2

月
16
日
に
1
8
8
人
が
参
加
し
、

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
し

ま
し
た
。
学
習
会
は
「
仕
事
と
く

ら
し
を
守
る
運
動
を
家
族
ぐ
る
み

で
す
す
め
よ
う
！
」
と
題
し
て
熊

切
健
二
組
織
担
当
専
従
常
任
中
執

の
講
義
で
し
た
。
レ
ジ
ュ
メ
に
伊

藤
清
元
委
員
長
か
ら
主
婦
の
会
第

13
回
総
会
に
あ
て
た
手
紙
が
載
せ

て
あ
り
ま
し
た
。
一
部
抜
粋
し
ま

す
。
「
い
つ
の
時
代
に
も
生
活
を

支
え
る
切
実
な
要
求
実
現
の
闘
い

の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
の
が
女
の

闘
い
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
」
「
要

求
実
現
勝
利
と
幸
せ
の
道
を
は
げ

ま
し
あ
い
助
け
合
っ
て
強
く
生
き

抜
い
て
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
。

私
た
ち
は
こ
れ
ほ
ど
強
い
想
い

で
運
動
を
進
め
て
き
た
事
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
と
ふ
と
思
い
ま
し

た
。
改
憲
反
対
、
消
費
税
増
税
反

対
の
運
動
を
真
剣
に
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
組
織

内
の
後
継
者
問
題
に
も
主
婦
な
ら

で
は
の
知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
の
役
員

は
次
の
皆
さ
ん
。

会
長
・
塩
野
操（
大

田
）。
副
会
長
・
遠

藤
知
子（
台
東
）、

小
野
瀬
有
香
（
江

東
）
、
小
野
房
子

（
西
多
摩
）
。
事

務
局
長
・
苅
込
美

津
代
（
三
鷹
武
蔵

野
）
。
事
務
局
次

長
・
岡
村
恭
代

（
北
）
、
相
樂
由

美
子
（
荒
川
）
。

開会のあいさつをするイムさん

【
本
部
・

賃
金
対
策
部

発
】
2
月
17

日
、
33
支
部

1
0
9
人
の

Ｐ
Ａ
Ｌ
仲
間

が
参
加
し
、

Ｐ
Ａ
Ｌ
第
14

回
総
会
を
行

な
い
ま
し
た

（
来
賓
、
書

記
を
含
め
て

全
体
1
3
0

人
参
加
）
。

昨
年
、
Ｐ

Ａ
Ｌ
は
首
都
圏
組
合
と
と
も
に
、

新
国
立
競
技
場
や
丸
の
内
3
―
2

（
丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

現
場
宣
伝
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
イ
ム
会
長
は
、

こ
れ
に
ふ
れ
、
当
日
の
提
起
、「
現

場
の
声
・
実
態
を
集
め
よ
う
。
Ｐ

Ａ
Ｌ
の
原
点
と
役
割
を
改
め
て
確

認
し
、
資
本
従
事
者
を
組
織
し
、

現
場
か
ら
現
場
を
変
え
よ
う
」
に

先
立
ち
、「
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
原
点
回
帰
」

を
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

分
科
会
（
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
中

堅
ゼ
ネ
コ
ン
、
サ
ブ
コ
ン
、
住
宅
）

で
は
、
「
8
階
建
て
解
体
工
事
現

場
。ト
イ
レ
が
1
階
に
し
か
な
く
、

使
え
な
い
時
は
、
隣
の
パ
チ
ン
コ

屋
、
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
率
直
な
意
見
が
出
ま
し

た
。新

年
度
、
引
き
続
き
3
つ
の
重

点（
オ
リ
パ
ラ
従
事
者
掘
り
起
し
、

大
手
建
設
住
宅
企
業
交
渉
へ
の
参

加
・
情
報
収
集
、
公
契
約
条
例
学

習
会
開
催
）
を
追
求
し
、
Ｐ
Ａ
Ｌ

運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
確
認

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

学習に集中して思いを新たに

求

人

要
求
実
現
の
先
頭
に

主婦

後
継
者
も
育
て
て
い
く

６０
周
年
事
業
が
教
訓
に

青年

活
動
家
倍
増
、部
員
ふ
や
す

落
語
調
に
憲
法
学
ぶ

シニア

次
世
代
継
承
を
旺
盛
に

現場から現場変える
イム会長が熱く訴える

平和な日本アピール
国際女性デーに７００人

６５
年
目
の
ビ
キ
ニ
デ
ー

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
の
推
進
を

Ｐ
Ａ
Ｌ


